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こちらのマニュアルでは、商品検索アプリ Amacodeの 
開発者である布施優雅が、おススメの設定を解説しますので、 

是非、参考にして頂ければと思います。 
 
 

まずは、おススメの「設定」から解説しようと思います。 
 

 
 

Amacodeのアプリを立ち上げるとこのような画面が立ち上がるかと思います。 
この画面で設定をクリックしてください。 

 



 

 
私の設定は上記のようになってます。 

 
バーコードリーダー設定は「自動起動」を ONに設定する事をオススメします。 

 
「簡易モードを」ONにするとバーコードの読み込みが速くなりますが、 

Amazonが在庫を持っているかが一目で把握出来なくなります。 
 

私は読み込みスピード、高率を重視したいので ONに設定してます。 
 
 
 



「MWS API設定」は専用に設定する事をオススメします。 
MWS APIを設定すると読み込みスピードが格段に速くなります。 

 
MWS APIの取得方法はこちらを参照下さい。 
⇒http://revision-rank.com/site/sellerid/ 

 
「出品制限表示」を ONにすると出品規制が適用される 

可能性がある商品を検索した時に「出品制限」と表示されるので 
販売できない商品を仕入れてしまうというリスクが軽減されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



次にアラート設定について解説していきます。 
アラートというのは、条件にあった商品を検索した際に 

バイブレーションなどでお知らせを受け取ることができる機能です。 
 

例えば定価ごえの商品を検索した時に 
アラートをかけておくと定価ごえの商品を検索した際に 

お知らせを受け取る事が出来るのでプレ値商品を見逃す可能性が低くなります。 
 

なのでそのアラートの設定について解説していきます。 
 

 
 

まずは、Amacodeのアプリを 
立ち上げて上記のベルマークをタップしてください。 

 



 
 

設定は上記の通りになります。 
私の場合、「アラート設定」はシンプルに設定しています。 

 
要するに定価越え商品を検索した時にバイブレーションで 

お知らせしてくれるというシンプルな設定です。 
 

是非、アラート設定を上手に活用して頂ければと思います。 


